
千
葉
常
胤
生
誕
九
〇
〇
年
記
念

平
成
29
年
度

千
葉
市
・
千
葉
大
学

公
開
市
民
講
座

於
・
千
葉
大
学
西
千
葉
キ
ャ
ン
パ
ス

平
成
三
〇
年
二
月
三
日
（
土
）

千
葉
常
胤
の
語
ら
れ
方

―

軍
記
物
語
の
世
界
か
ら

千
葉
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
院

准
教
授

久
保

勇
1

『
徳
島
本
千
葉
系
図
』
（
複
製
・
千
葉
市
立
郷
土
博
物
館
蔵
）

◎
本
日
の
内
容

▽
開
催
案
内
か
ら

千
葉
常
胤
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
福
田
豊
彦
氏
に
よ

る
『
千
葉
常
胤
』
（
一
九
七
三
）
に
よ
っ
て
広
く
知

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
た
だ
し
、
そ
の
す
べ
て
が
史

料
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
史
書
『
吾
妻
鏡
』
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
の
で

す
が
、
こ
れ
と
通
じ
る
情
報
あ
る
い
は
異
な
る
物
語

を
展
開
す
る
の
が
『
平
家
物
語
』
の
異
本
（
延
慶
本

等
）
で
す
。
軍
記
物
語
の
世
界
で
語
ら
れ
る
常
胤
を

紹
介
し
な
が
ら
、
そ
の
人
物
像
の
輪
郭
を
考
え
て
い

き
ま
す
。

2

『
吾
妻
鏡
』
（
慶
長
元
和
版
）

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

福
田
豊
彦
氏
『
千
葉
常
胤
』

（
新
装
版
）

吉
川
弘
文
館

一
九
八
七



軍
記
物
語
の
世
界

「
軍
記
」･

･
･

戦
争
を
材
料
に
し
て
記
述
さ
れ
た
書
物
。

軍
記
物
。
軍
記
物
語
。
戦
記
。
軍
書
。

（
小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
）

・
代
表
的
作
品

『
将
門
記
』
『
陸
奥
話
記
』
『
後
三
年
記
』

『
保
元
物
語
』
『
平
治
物
語
』

『
平
家
物
語
』
『
承
久
記
』

『
太
平
記
』

『
義
経
記
』
『
曾
我
物
語
』

『
明
徳
記
』
『
応
永
記
』
『
嘉
吉
記
』
『
応
仁
記
』

『
太
閤
記
』
（
小
瀬
甫
庵
）

→

作
者
未
詳
。
原
本
喪
失
。･

･･

成
立
論

→

多
く
の
異
本
が
現
存
。

･
･･

諸
本
論

→

多
様
な
受
容
と
変
容
。

3

四
部
合
戦
状

初
期
軍
記

軍
記
物
語
の
世
界

『
平
家
物
語
』
の
諸
本

〈
読
み
本
系
〉

延
慶
本
・
長
門
本
・
源
平
盛
衰
記

四
部
合
戦
状
本
・
源
平
闘
諍
録

〈
語
り
本
系
〉

①
灌
頂
巻
型
（
一
方
系
）

覚
一
本
（
龍
谷
大
学
蔵
本
、
髙
野
本
）

覚
一
本
近
似
の
諸
本
（
京
師
本
、
下
村
時
房
刊
本
）

流
布
本

②
断
絶
平
家
型

屋
代
本

覚
一
系
諸
本
周
辺
本
文
（
百
二
十
句
本
等
）

中
院
本
（
八
坂
系
一
類
本
Ｂ
）

城
方
本
（
八
坂
系
二
類
本
Ｂ
）

佐
伯
真
一
氏･

櫻
井
陽
子
氏
「
『
平
家
物
語
』
諸
本
一
覧
」
よ
り

（
『
平
家
物
語
大
事
典
』
東
京
書
籍
二
〇
一
〇
）

4



軍
記
物
語
の
世
界

『
平
家
物
語
』
の
諸
本

〈
語
り
本
系
〉
下
村
本
（
十
二
巻･

古
活
字
）

覚
一
本
（
か
く
い
ち
ぼ
ん
）

語
り
本
系
諸
本
の
代
表
。
明
石
検
校
覚
一
が
応
安
四
年
（
一
三
七
一
年
）

に
制
作
。
現
代
で
多
く
読
ま
れ
て
い
る
『
平
家
物
語
』
（
＝
注
釈
書
の

底
本
）
は
覚
一
本
で
あ
る
。
古
写
本
と
し
て
、
龍
谷
大
学
蔵
本
と
東
京

大
学
蔵
（
覚
一
別
本
、
高
野
本
）
と
が
あ
る
。
右
は
覚
一
本
に
近
似
本

文
を
有
し
、
古
い
時
期
の
板
本
（
古
活
字
本
）
の
下
村
時
房
刊
本
。

5

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

軍
記
物
語
の
世
界

『
平
家
物
語
』
の
諸
本

〈
読
み
本
系
〉
延
慶
本
（
十
二
巻
）

延
慶
本
（
え
ん
き
ょ
う
ぼ
ん
）
＝
重
要
文
化
財

読
み
本
系
諸
本
の
一
つ
。
延
慶
二
（
一
三
〇
九
）
・
三
（
一
〇
）
年
に

根
来
寺
（
和
歌
山
県
）
で
書
写
さ
れ
た
奥
書
を
有
す
る
が
、
現
存
本
は

応
永
二
六
（
一
四
一
九
）
・
二
七
（
二
〇
）
年
に
書
写
。
現
存
諸
本
中
、

古
態
を
と
ど
め
る
本
と
し
て
注
目
さ
れ
、
『
平
家
物
語
』
研
究
で
現
在

も
っ
と
も
対
象
と
さ
れ
る
本
。

6

延慶本（朽木本）
山田孝雄『平家物語考』
1911より ↓



軍
記
物
語
の
世
界

『
平
家
物
語
』
の
諸
本

〈
読
み
本
系
〉
長
門
本
（
二
十
巻
）

長
門
本
（
な
が
と
ぼ
ん
）

古
態
を
と
ど
め
る
延
慶
本
と
兄
弟
関
係
に
あ
る
。
『
平
家
物
語
』
は
十
二

巻
が
最
も
多
い
が
、
珍
し
く
二
十
巻
（
二
十
冊
）
構
成
を
と
る
。
室
町
文

芸
的
志
向
が
特
徴
だ
が
、
一
部
延
慶
本
よ
り
も
古
態
を
と
ど
め
る
部
分

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

7

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

軍
記
物
語
の
世
界

『
平
家
物
語
』
の
諸
本

〈
読
み
本
系
〉
源
平
盛
衰
記
（
四
十
八
巻
）

源
平
盛
衰
記
（
げ
ん
ぺ
い
じ
ょ
う
す
い
き
）

四
十
八
巻
構
成
で
各
巻
「
イ
ロ
ハ…

」
で
示
さ
れ
る
。
記
事
分
量
が
最
も

多
く
、
一
字
下
げ
で
異
説
や
注
釈
的
内
容
を
記
す
体
裁
が
特
徴
。
成
立
は

一
四
世
紀
前
半
頃
と
す
る
説
が
一
般
化
し
つ
つ
あ
る
が
、
定
説
を
見
な
い
。

現
存
本
は
一
六
世
紀
半
ば
以
降
本
文
で
、
慶
長
古
活
字
版
を
底
本
と
し
て

研
究
す
る
こ
と
が
多
い
。

8

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
寛
永
整
版
本
）



軍
記
物
語
の
世
界

『
平
家
物
語
』
の
諸
本

〈
読
み
本
系
〉
四
部
合
戦
状
本
（
十
二
巻
＋
灌
頂
巻
）

四
部
合
戦
状
本
（
し
ぶ
か
っ
せ
ん
じ
ょ
う
ぼ
ん
）

か
つ
て
古
態
論
争
の
中
心
に
あ
っ
た
一
異
本
。
元
亨
三
・
四
年
（
一
三
二

三
・
二
四
）
以
前
の
成
立
と
さ
れ
る
が
、
異
論
も
あ
り
一
定
し
な
い
。

真
名
本
で
、
巻
二
・
八
は
現
存
し
な
い
が
「
灌
頂
巻
」
を
特
立
す
る
。

盛
衰
記
と
重
な
る
部
分
に
共
通
祖
本
が
想
定
さ
れ
、
そ
れ
に
周
辺
資
料
を

取
り
込
ん
で
現
存
本
が
生
成
さ
れ
た
と
い
う
説
が
あ
る
。

9

軍
記
物
語
の
世
界

『
平
家
物
語
』
の
諸
本

〈
読
み
本
系
〉
源
平
闘
諍
録
（
五
冊
）

源
平
闘
諍
録
（
げ
ん
ぺ
い
と
う
じ
ょ
う
ろ
く
）

真
名
本
。
内
閣
文
庫
（
現･

国
立
公
文
書
館
）
蔵
で
、
五
冊
し
か
伝
わ
っ
て

い
な
い
。
建
武
四
（
一
三
三
七
）
年
に
書
写
さ
れ
た
も
の
を
文
和
四
（
一
三

五
五
）
年
に
再
び
写
し
た
と
い
う
識
語
を
有
す
る
（
巻
一
之
下
）
。
千
葉
氏

に
関
わ
る
独
自
な
記
事
を
有
す
る
。
延
慶
本
か
ら
の
影
響
、
四
部
本
と
源
平

盛
衰
記
と
の
共
通
祖
本
か
ら
生
成
さ
れ
た
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
る
。

10

講談社学術文庫
1999・2000年



軍
記
物
語
の
世
界

成
立
問
題
に
つ
い
て

『
徒
然
草
』
二
二
六
段
【
資
料
１
】

11

嵯峨本（古活字本）
国立国会図書館デジタルコレクション

軍
記
物
語
の
世
界

成
立
問
題
に
つ
い
て

松
尾
葦
江
氏
の
指
摘
【
資
料
２
】
か
ら

『
徒
然
草
』
二
二
六
段
の
成
立
伝
承

→

琵
琶
法
師
に
語
ら
れ
る
『
平
家
』
（
十
二
巻

本
平
家
物
語
）
の
成
立
＝
旧
来
の
枠
組
み

読
み
本
系
『
平
家
物
語
』

→

詳
細
な
「
頼
朝
挙
兵
記
事
」
を
有
す
る
『
平

家
物
語
』
の
古
態
性
＝
新
説

※

「
生
仏
、
東
国
の
者
に
て
、
武
士
に
問
ひ
聞

き
て
、
書
か
せ
け
り
」
を
ど
う
説
明
す
る
か
。

十
二
巻
本
の
「
頼
朝
挙
兵
記
事
」
【
資
料
３
】

12



千
葉
常
胤
の
語
ら
れ
方

―

頼
朝
挙
兵
記
事
の
周
辺

①
北
条
時
政
の
進
言

【
資
料
４
】
「
三
人
だ
に
も
」
か
ら

※

長
門
本
も
ほ
ぼ
同
じ
内
容

与
力
す
る
三
人
の
「
介
」
が
並
立
し
て
語
ら
れ
る

⇒

【
資
料
５
】
【
資
料
６
】
と
の
比
較

【
資
料
４
】
「
違
ふ
事
な
」
き
時
政
の
言
葉

※

長
門
本
に
は
こ
の
部
分
な
し

「
日
本
国
は
御
手
の
下
」
と
い
う
未
来
を
見
通
す

⇒

【
資
料
５
】
に
掲
出
し
な
い
が
ほ
ぼ
同
。
「
其
詞

一
事
モ
違
事
ナ
カ
リ
ケ
リ
」
と
結
ぶ
。

13

千
葉
常
胤
の
語
ら
れ
方

―

頼
朝
挙
兵
記
事
の
周
辺

①
北
条
時
政
の
進
言

【
資
料
５
】
千
葉
介
経
胤
と
三
浦
介
義
明
の
心
性

⇒

延
慶
本
・
長
門
本
な
し
。

【
資
料
６
】
風
に
し
た
が
う
木
草
の
ご
と
く
に
て

あ
な
が
ち
奉
公
い
た
さ
ず
と
も
き
か
ず

【
資
料
５
】
広
常
と
都
の
間
で
の
ト
ラ
ブ
ル

⇒

忠
清
の
讒
言
に
よ
り
都
か
ら
招
請
さ
れ
る
広
常
。

【
資
料
４
】
召
し
籠
め
ら
れ
た
の
は
子
息
能
経
。

【
資
料
６
】
召
し
籠
め
ら
れ
た
の
は
上
総
介
。

※
【
資
料
６
】
一
連
の
佐
々
木
家
家
伝
に
あ
る
「
奉
公
初
日
記
」

と
と
も
に
あ
っ
た
「
佐
々
木
系
図
」
末
尾
に
は
「
康
永
三
年
」

（
一
三
四
四
）
と
あ
る
。
延
慶
本
に
依
拠
し
た
可
能
性
。

14



千
葉
常
胤
の
語
ら
れ
方

―

頼
朝
挙
兵
記
事
の
周
辺

②
上
総
介
広
常
・
千
葉
介
常
胤
の
反
応

【
資
料
７
】
廻
文
伝
達
の
経
過

⇒

「
広
経
」
「
経
胤
」
の
並
列
。
「
経
胤
等
」
の
活

躍
（
「
旧
恩
」
「
新
功
」
）
「
喜
」
ん
で
了
承
。

【
資
料
８
】
並
列
し
た
ま
ま
「
左
右
な
く
領
状
」

結
果
的
に
、
義
明
の
対
応
の
み
に
焦
点
が
移
る
。

【
資
料
９
】
常
胤
が
先
、
広
常
に
相
談
し
て
返
答
す

る
展
開
。
子
息
に
よ
る
諫
言
に
よ
り
、
受
諾
。

（
院
宣
＋
御
教
書
と
在
地
の
論
理
と
の
対
照
）

そ
の
後
、
盛
長
が
広
常
を
説
得
し
快
諾
（
発
話
は

明
確
に
広
常
の
も
の
）
。

【
資
料
10
】
【
資
料
９
】
と
逆
の
展
開
。

※

盛
衰
記
【
資
料
５
】
の
人
物
描
写
と
の
「
割
れ
」

※

延
慶
本
の
不
明
瞭
な
本
文
展
開
。

15

千
葉
常
胤
の
語
ら
れ
方

―

頼
朝
挙
兵
記
事
の
周
辺

③
房
総
で
の
頼
朝

【
資
料
11
】
父
母
と
し
て
頼
ら
れ
る
広
常
・
常
胤

⇒

頼
朝
の
命
運
が
「
両
人
が
意
」
次
第
。

【
資
料
12
】
母
と
し
て
頼
む
の
は
胤
経
。

【
資
料
13
】
「
司
馬
を
も
つ
て
父
と
な
す
」
。

【
資
料
16
】
常
胤
＝
「
妙
見
菩
薩
の
御
渡
り
」
。

※

頼
朝
に
と
っ
て
の
父
母
の
記
憶
は
『
平
治
物
語
』
の

問
題
。

※

「
司
馬
」
を
め
ぐ
る
『
吾
妻
鏡
』
の
世
界
。

※

妙
見
信
仰
を
軸
に
再
構
築
さ
れ
た
『
源
平
闘
諍
録
』

の
世
界
。

16



千
葉
常
胤
の
語
ら
れ
方

―

頼
朝
挙
兵
記
事
の
周
辺

【
参
考
】
『
平
治
物
語
』
（
学
習
院
本
）
下
巻

「
頼
朝
、
去
年
三
月
一
日
、
母
に
を
く
れ
、
今
年
正
月

三
日
、
父
に
お
く
れ
ぬ
。
さ
だ
ま
れ
る
み
な
し
子
と

な
り
て
、
哀
、
不
便
と
申
人
も
候
は
ぬ
に
、
か
や
う

に
御
た
す
け
候
へ
ば
、
そ
の
恐
候
へ
共
、
父
と
も
母

と
も
、
此
御
方
を
頼
申
候
は
ん
」
と
て
、
さ
め
〴
〵

と
泣
き
け
れ
ば
、･

･
･

（
日
下
力
校
注
・
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
43
）

※

「
み
な
し
子
」
頼
朝
と
い
う
モ
チ
ー
フ
。

※

『
平
治
物
語
』
に
お
い
て
、
頼
朝
の
父･

義
朝
軍
に
参

軍
し
て
、
頼
朝
を
含
め
た
敗
走
勢
（
二
百
余
騎
）
に

あ
っ
た
の
は
上
総
介
広
常
。

17

千
葉
常
胤
の
語
ら
れ
方

―

頼
朝
挙
兵
記
事
の
周
辺

【
参
考
】
『
吾
妻
鏡
』
の
「
司
馬
」

治
承
五
年
（
一
一
八
一
）
六
月
十
九
日
条

武
衞
納
涼
逍
遙
の
た
め
に
三
浦
に
渡
御
す
。
か
の
司
馬
の
一
族
等
、

兼
日
に
結
構
の
儀
あ
り
て
、
殊
に
案
内
を
申
す
と
云
々
。

（
司
馬
＝
三
浦
義
澄
）

養
和
二
年
（
一
一
八
二
）
一
月
二
十
三
日
条

伯
耆
守
時
家
、
武
衞
に
初
参
す
。
こ
れ
時
忠
卿
の
息
な
り
。
継
母
の

結
構
に
よ
つ
て
上
総
国
に
配
せ
ら
る
。
司
馬
こ
れ
を
賞
翫
せ
し
め
て

聟
君
と
な
す
。

（
司
馬
＝
上
総
広
常
）

建
暦
三
年
（
一
二
一
三
）
二
月
十
五
日
条

千
葉
介
成
胤
、
法
師
一
人
を
生
虜
り
相
州
に
進
ず
。
こ
れ
叛
逆
の
輩

の
中
使
な
り
。
〈
信
濃
国
住
人
青
栗
七
郎
が
弟
、
阿
静
房
安
念
と

云
々
〉
合
力
の
奉
を
望
ま
ん
が
た
め
に
、
か
の
司
馬
が
甘
縄
の
家
に

向
ふ
と
こ
ろ
に
、
忠
直
を
存
す
る
に
よ
つ
て
、
こ
れ
を
召
し
進
ず
と

云
々
。

（
司
馬
＝
千
葉
成
胤
）

※

『
拾
芥
抄
』
「
国
守･

･
･

掾
〈
司
馬

録
事

参
軍
事
〉
」
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千
葉
常
胤
の
語
ら
れ
方

―

頼
朝
挙
兵
記
事
の
周
辺

付
『
源
平
闘
諍
録
』
で
の
語
ら
れ
方

【
資
料
15
】
「
鎌
倉
殿
の
左
の
一
座
」

【
資
料
16
】
「
右
兵
衛
佐
頭
を
傾
け
渇
仰
」

【
参
考
】
巻
五
・
六
「
義
経
、
浮
嶋
が
原
に
お
い
て
副

将
軍
と
成
る
事
」

又
伊
東
の
入
道
の
三
女
は
兵
衛
佐
の
本
妻
な
り
。･･･

兵
衛
佐
言
ひ
け
る
は
、
「
袷
れ
こ
そ
侍
其
の
数
多
し

と
い
へ
ど
も
、
日
の
本
の
将
軍
と
号
す
る
千
葉
介
常

胤
の
次
男
、
相
馬
の
次
郎
師
常
と
は
是
れ
な
り
」
と

て
、
師
常
が
方
へ
御
使
ひ
を
以
つ
て
、
「
加
様
の
次

第
な
り
。
頼
朝
を
ば
舅
と
思
は
る
べ
し
。
頼
朝
は
聟

と
思
ふ
べ
し
」
と
仰
せ
ら
れ
け
れ
ば･･･

※

常
胤
の
功
績
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
頼
朝
と
の
関
係
性

が
子
孫
に
及
ぶ
構
想
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
。

19

千
葉
常
胤
の
語
ら
れ
方

―

軍
記
物
語
の
世
界
か
ら

◎
ま
と
め

・
諸
本
本
文
の
多
様
な
展
開

・
史
資
料
か
ら
／
へ
の
影
響

・
諸
本
作
者
の
背
景

・
諸
本
の
読
ま
れ
方
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『鎌倉大評定』
千葉市立郷土博物館蔵


